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【提案日時】      
        11月1日（水）  

提案  名畑 慧大先生（原小）   

司会  益満 順也先生（羽沢小）  

記録  田中 晃祐先生（あざみ野第二小）  
【会 場】  

平沼小 

【指導案検討】 
単元名 「食料品をつくる工業～地域とともに成長するM社の取り組み～」 

【授業者より】 

・中心にポン酢に着目した単元計画に変更 

・児童は水産業から寿司に着目⇒酢に着目 

・ポン酢の生産→今の社会で求められているものが変化していることに気付かせたい。 

・ジャストタイム方式⇒大量生産、大量生産効率的にしている。 

 

【本時】 

〇社会の変化にM社がどう対応しているのかを考える時間にしたいという思い。 

地域・料理・社会のニーズに合わせて、味を変えている。ラインなどで見えるような単元にする。 

ボトルの大きさなどに着目すると生産ラインなどが分かりやすい。 

〇資料について 

・工場が増えている資料 →並べて見えるようにする（年表など） 

・工場のビフォーアフターを並べる（地図） 

商品のラインナップを増やすには？→社会の変化に対応～前時までに工場などの工夫を分かるようにする 

→工業の話にしていくことで一般化にしていく 

 

【校長先生から】 

単元イメージ図 

① 酢がたくさん売れている。 

酢はどのやって作られているのだろう 

製造ジャストインタイム方式→時間短縮   昔人の手    現在 機械→安定・人件費削減 

  

食味検査 味は人！なんで？ 

  理由①・理由② いくつかの理由がある。 

言わない理由 

味はブランディング 

なぜ、味を変えるの？→トップシェアとしての企業の責任 

 

 

 

文責 田中 晃祐先生（あざみ野第二小） 

 

導入でどうやって

子供に興味・感心

を持たせる？ 



発 杉内 翔太（川和小） 

【提案日時】      
       11月 1日（水）  

提案  志村 竜乃介先生（大綱小）    

司会  栗田 一輝 先生（本町小）    

記録  杉内 翔太 先生（川和小）    
【会 場】  
     平沼小学校 

【指導案検討】 

文責 杉内 翔太（川和小） 

…

加入者が多いほど有効的だが、

全体の4.7％しか加入されてい

ない…なんでだろう？ 

→ 患者に合った医療 


